
長
寿
祈
願
祭
に
続
い
て
井
原

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
川
相

肇
会
長
が
「
今
日
の
日
本
の
繁

栄
は
皆
様
方
の
ご
努
力
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
し
っ
か
り

楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と
挨
拶
。

米
寿
を
迎
え
た
倉
掛
15

－

１
組

田
中
真
佐
枝
さ
ん
や
同
15

－

２

組
渡
辺
ヤ
チ
エ
さ
ん
ら
に
記
念

写
真
等
が
贈
ら
れ
た
。

お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
来
賓

は
「
来
年
も
こ
の
会
へ
出
席
頂

け
る
よ
う
に
元
気
で
お
過
ご
し

下
さ
い
」
な
ど
と
祝
辞
を
述
べ

た
。演

芸
の
部
で
は
、
銭
太
鼓
や

芳
井
町
子
供
神
楽
な
ど
を
楽
し

ん
だ
。

井
原
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

「
つ
ど
え
～
る
」
に
来
年
四
月

か
ら
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入

さ
れ
る
。
市
内
の
団
体
へ
管
理

運
営
を
民
間
委
託
す
る
た
め
、

十
月
二
十
七
日
ま
で
募
集
を
行

い
十
一
月
上
旬
に
選
定
、
十
二

月
の
市
議
会
で
議
案
を
上
程
す

る
見
通
し
。

同
セ
ン
タ
ー
は
現
在
、
職
員

四
人
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
支

援
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
男

女
共
同
参
画
事
業
の
推
進
、
会

議
室
提
供
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
お
り
、
民
間
委
託
に
よ

っ
て
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
管

理
運
営
の
具
現
化
と
、
協
働
の

自
治
意
識
が
高
ま
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

た
井
原
市
内
の
施
設
は
現
在
、

経
ケ
丸
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
な
ど

二
十
二
あ
る
。

防
災
の
日
の
九
月
一
日
、
井

原
市
い
き
い
き
出
前
講
座
「
災

害
に
備
え
よ
う
」
が
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
つ
ど
え
ー
る
で
開
か

れ
、
倉
掛
の
各
組
自

治
会
長
ら
約
五
十
人

が
受
講
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て

サ
ロ
ン
あ
す
は
の
川

相
肇
代
表
が
「
高
齢

者
が
増
え
て
い
る
中

で
の
防
災
出
前
講
座

で
す
。
し
っ
か
り
学

習
し
て
下
さ
い
」
と

挨
拶
。

続
い
て
講
師
の
井
原
市
生
活

安
全
課
・
藤
井
清
志
係
長
が
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
過
去
の
災
害

記
録
写
真
や
防
災
体
制
の
現
況

を
説
明
。
「
岡
山
県
は
災
害
が

少
な
い
。
し
か
し
、
地
震
に
よ

る
家
具
類
の
転
倒
防
止
策
や
、

三
日
分
の
非
常
食
・
飲
料
水
・

医
薬
品
な
ど
の
防
災
グ
ッ
ズ
は

日
頃
か
ら
準
備
し
て
お
く
べ

き
」
な
ど
と
指
摘
し
た
。

最
新
の
井
原
市
防
災
マ
ッ
プ

に
よ
る
と
倉
掛
に
近
い
指
定
避

難
場
所
は
倉
掛
公
園
、
田
中

苑
、
市
民
会
館
、
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

イ
フ
井
原
な
ど
。

井
原
市
は
六
月
に
開
始
し
た

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
気
象

警
報
の
発
表
、
解
除
、
通
行
規

制
、
避
難
情
報
、
防
犯
情
報
を

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
へ
送
っ

て
お
り
、
市
民
へ
活
用
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。

十
月
二
十
八
日
の
井
原
町
秋

祭
り
が
近
づ
き
、
郷
社
足
次
山

神
社
の
各
当
番
は
慌
た
だ
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
る
。

今
年
の
区
当
番
は
倉
掛
18

－

２
組
と
同
18

－

３
組
。
藤
井
健

自
治
会
長
が
大
当
番
で
神
楽
舞

だ
し
情
報
を
現
在
、
回
覧
中
。

拝
殿
に
大
し
め
縄
を
奉
納
す
る

新
講
は
今
月
二
十
日
、
大
当
番

の
中
組
・
佐
藤
勲
さ
ん
（
５

－

１
組
）
宅
に
関
係
者
約
八
人
が

集
ま
っ
て
作
業
を
行
う
。

祭
り
一
週
間
前
の
計
四
組
の

宮
上
が
り
は
今
年
、
十
月
二
十

日
と
二
十
一
日
の
二
日
間
に
分

け
て
執
り
行
わ
れ
る
。

介
護
予
防
を
活
動
の
柱
と
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
は
っ
ぴ
い
ひ

ろ
ば
・
と
ま
と
さ
ん
家
」
（
川

相
肇
理
事
長
）
が
、
十
一
月
十

一
日
の
オ
ー
プ
ン
へ
向
け
て
準

備
に
追
わ
れ
て
い
る
。

拠
点
と
し
て
賃
借
し
た
井
原

市
図
書
館
前
の
元
銀
行
は
、
既

に
改
装
工
事
の
仕
上
げ
段
階
に

入
っ
て
お
り
、
十
月
中
に
完
成

予
定
。

と
ま
と
さ
ん
家
は
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
サ
ポ

ー
ト
を
は
じ
め
、
介
護
保
険
の

認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
へ
の

有
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
行
う
。

当
面
は
会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
確
保
、
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
価

格
設
定
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
る
と
い
う
。

上
田
勝
義
事
務
局
長
は
「
近

隣
市
町
村
の
福
祉
分
野
で
も
例

の
な
い
試
み
に
、
住
民
の
期
待

と
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う

で
す
」
と
話
し
て
い
る
。
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（１）

ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

 森兼チヨノ(100)12-2組

 松室 秀男(99)12-1組

 浅雛 政子(97)３ 組

 森坂コトノ(96)10 組

 佐藤 一雄(94)５-1組

 今井 岩男(93)４ 組

 倉橋 光子(92)６ 組

 藤原 唯志(92)17 組

 實森 静江(91)５-2組

 佐藤 幸枝(90)５-1組

 松室 鶴(90)12-1組

 黒田 とみ(90)８ 組

 妹尾 君代(90)３ 組

 片岡 春枝(90)11 組

 今井二三子(90)４ 組

 妹尾 稔(89)９ 組

 小川 保世(89)１ 組

 川相百合子(88)５-1組

 若林恵美子(88)２ 組

 猪原 藤子(88)１ 組

平成19年10月12日現在

と
ま
と
さ
ん
家ち

郷
社
足
次
山
神
社

90歳以上は15人

井原地区

敬 老 会

倉

掛

井
原
町
敬
老
会
が
九
月
九
日
、
井
原
小
学
校
体
育
館
で
開
か

れ
、
倉
掛
の
お
年
寄
り
を
は
じ
め
井
原
町
内
の
１
２
３
人
が
出

席
、
婦
人
会
役
員
ら
の
運
営
で
演
芸
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

つ
ど
え
～
る

倉

掛

ご

長

寿

番

付

市出前講座



こ
れ
は
井
原
小
学
校
の
総
合

的
な
学
習
の
一
環
で
、
児
童
ら

に
よ
っ
て
計
画
、
準
備
、
運
営

さ
れ
た
も
の
。
今
回
は
元
民
生

児
童
委
員
の
森
梅
子
さ
ん
、
現

役
民
生
児
童
委
員
の
大
坪
さ
ん

と
渡
辺
さ
ん
が
招
待
さ
れ
、
保

護
者
も
数
人
参
加
し
た
。

５
年
い
組
担
任
の
山
下
先
生

の
引
率
で
公
民
館
に
や
っ
て
き

た
児
童
ら
は
、
肩
た
た
き
や
童

謡
の
合
唱
に
続
い
て
手
作
り
カ

ル
タ
で
遊
ん
だ
り
、
手
芸
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
、
全
員

が
心
を
こ
め
て
交
流
会
を
盛
り

上
げ
た
。

倉
掛
の
山
岳
同
好
会
（
森
吉

生
会
長
）
の
十
三
人
が
九
月
二

十
三
日
、
蒜
山
の
西
に
位
置
す

る
標
高
１
０
１
０
ｍ
の
三
平
山

へ
登
っ
た
。

曇
り
空
の
下
、
一
行
は
九
時

三
十
分
に
現
地
へ
到
着
し
頂

上
を
目
指
し
た
。
な
だ
ら
か
な

坂
道
に
加
え
て
涼
し
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
汗
を
か

か
ず
頂
上
へ
。
し
か
し
、
あ
い

に
く
ガ
ス
が
か
か
り
北
に
大

山
、
東
に
蒜
山
の
眺
望
を
楽
し

む
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

協力／中国新聞井原販売所 倉 掛 新 聞 平成19年10月14日発行 第65号

10/14  井原町地区対抗球技大会
10/20  自治連合会防犯パトロール
10/20  男女共同参画フォーラム

（芳井生涯学習センター）
10/21  井原学区少年団球技大会
10/28  井原町秋祭り
11/ 2～6 まなびフェスタinいばら
11/ 3  井原市文化祭（４日まで）
11/ 3  岡山県高校駅伝競走大会
11/ 4  消防団第３部試運転日
11/ 4  倉掛少年団清掃奉仕作業
11/ 9～10 倉掛少年団夜警活動

午前７時～出発式
11/11  七五三 郷社祈願祭
11/11  とまとさん家オープン
11/14  サロンあすは絵手紙教室
11/15  七五三 郷社祈願祭
11/17  自治連合会防犯パトロール
11/18  倉掛少年団秋季資源回収
11/25  井原公民館学習作品発表会
12/ 8  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
12/ 9  倉掛少年団クリスマス会

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■男女共同参画地域フォーラムｉｎいばら
とき：１０月２０日（土）

午後１時開場（午後１時３０分開演）
会場：芳井生涯学習センター
講師：白石真澄氏

（関西大学大政策創造学部教授）
演題：「誰もが自分らしく生きるために」

※ 整理券が必要（つどえーる）
■第28回まなびフェスタinいばら

（11/2～6・アクティブライフ井原他）
全国生涯学習まちづくりサミット
（11/3～4・同上）

生涯学習体験講座（11/3～4・同上）
生涯学習展（11/2～6・同上）
まなびピア記念コンサート

（11/2・芳井生涯学習センター）
星の郷 四季の写真コンテスト

（11/3～4・美星公民館）

公民館でふれあい交流会

倉
掛
の
小
学
５
年
生
男
女
九
人
と

地
元
住
民
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
交
流

会
」
が
九
月
二
十
六
日
、
倉
掛
公
民

館
で
開
か
れ
た
。

招
待
し
た
三
人
の
肩
を
た
た
く
５
年
生

５年生の皆さん

〈倉掛の出場選手〉
①幼年部400ｍリレー

1 組 小川 恭平
②少年部400ｍリレー

15-1組 山岡 早稀
⑥五浦釣人

15-1組 渡辺 悦已
15-1組 渡辺諒太郎

⑦親子400ｍリレー
5-2組 笠原 智子

⑧親子400ｍリレー
5-1組 山元 幸治

⑩ディスクキャッチリレー
1 組 小川 京子

18-2組 小谷 範子
18-2組 高橋 美紀

⑪ディスクキャッチリレー
5-2組 笠原 慶一

⑯壮年40代400ｍリレー
15-1組 渡辺伸太郎

⑱玉入れ
８ 組 渡辺 照子

グラスハイム 黒崎 里美
18-2組 小谷 範子
18-2組 高橋 美紀

山
岡
早
稀
さ
ん
＝
少
年
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

「
井
中
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｊ
Ａ
２
０
０
７
」

倉
掛
の
13
人
活
躍

第
一
走
者
の
渡
辺
伸
太
郎
さ
ん
＝
壮
年

40
代
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

前
列
左
か
ら
＝
大
坪
、
西
山
、

渡
辺
、
大
坪
、
大
坪
、
渡
辺

後
列
左
か
ら
＝
西
山
、
森
、
谷
、

田
中
、
山
岡
、
横
田
、
松
井

（
敬
称
略
）

井
原
地
区
が
優
勝

市
民
体
育
祭

笠
原
智
子
さ
ん
＝
親
子
リ
レ
ー

天候が危ぶまれていた９月
１６日の井原中学校体育大会
は午後から一時どしゃ降り。
グラウンドは最悪となり、父
兄らは「これでオシマイ」と
意気消沈。しかし生徒はここ

で発憤した。リレーアンカー
がゴールへ滑り込むなどの想
定外パフォーマンスを連発。
場内は歓声に沸き、歴史的大
会へと盛り上がった。

市内１３地区対抗による第

４５回井原市民体育祭が１０

月７日、井原市陸上競技場で

開催され、接戦の末に井原地

区が優勝を飾った。

倉掛からは近年最多の１３

人が出場してそれぞれに活

躍、地区優勝へ貢献した。

井原公民館の平川達也館長

は「きわどい優勝です。井原

町の皆様方には大変お世話に

なりました」と、関係者を労

っていた。


